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カソード-アノード間に水冷された浮遊電極を挿入する器壁安定化カスケードアーク放電
装置は，プラズマへの投入電力を高め，高温プラズマを得ることができ，光源，材料合成，
ダイバータプラズマ模擬装置など，様々な応用がなされてきた．1995年に，Brookhaven

国立研究所のAdy Hershcovitchは，この高温アークプラズマの前後に生じる圧力差に着
目し，圧力を保ったまま粒子ビームを伝搬させる，真空-大気インターフェース”プラズ
マウィンドウ（PW）”としての応用を提唱した [1]．
一方，粒子加速器では，真空のビームライン中に高圧のガスを蓄積する場合がある．従
来の固体薄膜や差動排気を用いた圧力保持の手法では，熱や放射線による膜の著しい劣
化や装置の大型化が問題となるが，高い圧力保持性能と耐久性を両立できるプラズマウィ
ンドウは，とくに大強度粒子加速器における真空-大気インターフェースとして魅力的で
ある．しかし，Hershcovitchによる最初のPWの直径は 2.36mmであり，加速器へ応用す
るには，ビーム通過の観点からその直径を数 10mmオーダーまで拡大しなければならな
い．また，大口径化した際の圧力保持性能や消費電力に関する知見は，様々な用途に向け
た PWの設計に必要である．
そこで，我々は直径を最大 20mmまで可変できるカスケードアーク放電装置を開発し，
大口径でのアルゴンアークプラズマによるコンダクタンス抑制を実証した [2]．保持圧力
の実測値と理論値の比較から，大口径になるほどガス温度が低下し，圧力保持性能が低下
することが示唆された．また，電圧-電流特性が ϕ10mmで反転する現象が見られ，大口径
における消費電力を予測するにはアークのエネルギー収支の検討が求められる．
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